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4 × 16 0 8 0 1 4 × 0 0 0 0 0
5 × 26 0 13 0 5 5 × 26 4 7 0 0
6 ／ 4 0 2 0 3 6 × 14 2 4 0 0
7 DNP 0 0 0 0 0 7 × 8 0 2 4 0
8 × 21 0 10 1 1 8 × 9 0 3 3 1
9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0
10 ／ 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0
11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0
12 ／ 0 0 0 0 0 12 ／ 0 0 0 0 1
13 × 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0
15 ／ 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0
16 ／ 0 0 0 0 1 16 DNP 0 0 0 0 0
17 ／ 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 × 3 1 0 0 1 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0
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鶴見　隆郁
長　和樹

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　両チームともハーフコートマンツーマンDefでスタート。開始早々、布水は＃４のドライブ、＃８のリング下で得点。一方の
米里は、布水の高さに苦しんで、中を攻めることができずに外からのシュートで応戦するが決まらず得点できず。その間、布
水は＃５、＃８の高さを生かした攻撃で得点を重ねる。攻めあぐんでいた米里だったが、相手のミスから＃７がボールを奪い
バスケットカウント、＃６のミドル、＃８のドライブなどで得点し布水１５－９米里で１Qを終了。２Q、開始直後から、布水
＃５の巧みなポストプレーやアシスト、＃４のドライブなどで得点を重ねる。このまま、布水のペースになるかと思われた
が、布水＃５が３つめのファールでベンチに下がると、米里がインサイドに積極的に攻め込み＃５、＃８が得点。布水の
ファールが増えて残り５分でチームファールが５つとなる。その後も米里は相手のファールを誘い、確実にフリースローを決
め、残り３分には３点差まで追いつく。たまらずタイムアウトをとった布水は、＃８が連続ゴール、終了間際に＃１８が３Pを
決め、布水３０－２４米里で前半が終わる。
　後半、開始早々から、布水＃５が自らの得点やアシストで突き放しにかかるが、米里も＃５、＃６、ミドルシュートで応戦
する。布水は＃４、＃５が起点となり得点を続ける。一方、米里は＃６の連続３Pなどでついていき、布水５２－４１米里で３
Q終了。４Q、開始直後、米里＃５が３Pを決めると、米里に勢いが出てくる。このとき、布水＃５が４つ目のファールを犯し、
流れが米里に傾くかと思われたが、ここから布水＃５がドライブやフェイドアウェーなどで得点を重ねる。米里も＃５の連続
得点で応戦するが、布水の多彩な攻撃が上回り、布水７０－５７米里で布水が勝利した。
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【得点経過】 第３試合
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